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Ⅰ 新規不斉合成反応の開発と天然物全合成 
Development of Novel Asymmetric Syntheses  

and Total Synthesis of Natural Product 
 

杉村高志・藤田守文・御前智則 
Sugimura, T., Fujita, M, Misaki, T. 

 
 分子内反応は非常に特徴的な反応性を示し、高い反応選択性が期待できる。この性質を利用して通

常の手法では困難な光学活性物質の不斉合成法を開発している。柔軟な不斉源を架橋に用い、分子内

反応すると様々な光学活性物質が高選択的に合成できる。このキラル架橋反応を鍵反応として、生理

活性天然物の全合成を行っている。 

 

 

 

Ⅱ 高選択的固体触媒反応の開発 
Development of Solid Catalysts for Highly Selective Reactions 

 
杉村高志 

Sugimura, T. 
 
 固体触媒に有機化合物を修飾することによりその反応選択性を改善する研究を行っている。キラル

化合物で修飾した不斉固体触媒反応はこれまでに 3 種類の水素化反応が 95%以上の不斉収率を達成し

ているが、その内の 2 つは我々のグループによるものである。固体触媒は実用性が高く、医薬品原料

などへの応用研究も展開中である。 
 

 

 

Ⅲ 超原子価ヨウ素を用いた反応の立体制御 
Stereochemical Control in the Reaction of Hypervalent Iodine 

 
藤田守文・杉村高志 

Fujita, M., Sugimura, T. 
 
 金属を使用しない酸化反応系として、超原子価ヨウ素を用いる反応が注目を集めている。特に、光

学活性超原子価ヨウ素による不斉酸化反応の開発を行っている。反応途中に生成する電子欠損型の短

寿命活性種の反応制御によって新規な反応を開発するとともに、生理活性天然物の不斉合成への応用

展開を行っている。 
 

99



Ⅳ 新規キラルグアニジン触媒を用いる不斉反応の開発 
Development of Asymmetric Reactions Utilizing 

Novel Chiral Guanidine Catalysts 
 

御前智則・杉村高志 
Misaki, T., Sugimura, T. 

 
不斉有機触媒反応は、2000 年以降急速に開発が進められているが、キラルグアニジン触媒の開発例

及び、不斉反応への応用例は少ない。グアニジンは有機化合物の中でも非常に高い塩基性を示し、

様々な有機反応の触媒として高い潜在能力を有していると考えられるため、新規キラルグアニジン触

媒の開発を行い、他の有機触媒では困難な不斉反応の開発を目指している。 
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大学院物質理学研究科 
博士後期課程 

金 台燕：キラル修飾パラジウムを用いる不斉水素化反応の最適化 
陳 ナリ：水酸基を有するビシクロ型キラルグアニジン触媒を用いる反応開発： 

5H-oxazol-4-one 求核剤のアルキノンへの立体選択的共役付加反応 
森田明茜：水酸基を有するビシクロ型キラルグアニジン触媒を用いる反応開発： 

5H-oxazol-4-one 求核剤のビニルケトン類への立体選択的共役付加反応 
崔 ナレ：新しい不斉有機塩基触媒の合成研究及び、水酸基を有するビシクロ型キラル

グアニジン触媒を用いる 5H-oxazol-4-one 求核剤の α-クロロアクリロニト

リルへの立体選択的共役付加反応の開発 
 

博士前期課程 
戸祭 聡：新規キラル表面修飾剤の開発 
李 昌雨：Synthesis and stereochemical assignment of 5´-hydroxyphylloquinone 
中辻 誠：不斉 Pd 水素化触媒のためのキラル修飾剤開発 
西山功一：キラルグアニジン触媒を用いるアルドール付加反応の開発 
森 一紘：超原子価ヨウ素を用いた生理活性天然物の不斉合成 
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研究代表者  杉村高志 

2  日本学術振興会科学研究費補助金（平成 23～25 年度）基盤研究(C)  課題番号：23550059 
研究課題   光学活性超原子価ヨウ素による不斉酸化反応の機構探究に基づく展開 
研究代表者  藤田守文 
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研究代表者  御前智則 
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